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観光・交流の促進
～多様な人が集い活気あるまちとなるために～1

●   本市は、世界遺産をはじめとした歴史的・文化的資産や、奈良公園、東部地域等の豊富な自然
など多くの観光資源を有しています。市場特性や観光客のニーズを踏まえて、地域の伝統や特
色を感じてもらえるようなプロモーションを展開し、誘客につなげる工夫が必要となります。

●   奈良観光は滞在時間が短いことが課題となっており、通過型観光から滞在型観光に移行する必
要があります。そのためには、市単独で施策を展開するのではなく、県や他市町村をはじめと
する関係機関や民間団体と連携し、周遊につなげる施策を展開する必要があります。

●   国内外を問わず幅広い客層からなる観光客の多種多様なニーズへの対応が求められています。
そのため、観光客がより便利で快適に観光できるよう受入環境を整備する必要があります。ま
た、国際文化観光都市として、来訪者に対するもてなしの心を更に醸成することが望まれます。

●   国内外の友好・姉妹都市及び連携都市との交流は、行政関係者による交流が中心となっていま
す。今後の継続的な交流を促進するために、国内外の友好・姉妹都市及び連携都市とのつなが
りを市民に周知するとともに、市民レベルでの交流を促進する必要があります。

●   本市固有の多様な歴史的風致が数多く形成されている旧市街地の奈良町では、地域住民により
伝統行事や生活に根差した文化が継承され、歴史的な価値の高い町並みが形成されています。
観光資源としても魅力ある地域で、自治会や地域の団体等、様々な団体が観光施設の運営や伝
統行事の継承などの活動に参画していますが、メンバーの高齢化や人材不足の団体も多く、団
体相互での連携や協力体制の強化が求められています。

●   農村地である東部地域は有数の地域資源に恵まれながら、少子高齢化に伴う人口減少や空き家
の増加など様々な課題を抱えています。豊かな地域資源を、モノ消費から体験型のコト消費へ
と市場がシフトしつつある観光分野において利活用することで、東部地域を活性化させる必要
があります。

現状と課題
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①観光客の誘致と観光消費額増加に向けた取組の推進�
○   奈良がもつ文化財や歴史的な町並み、伝統的な芸能・行事・工芸、豊富な自然などの観光資源の魅

力を引き出すとともに、新たな観光資源を発掘し、様々な方法で積極的に情報発信していくことで、
奈良の魅力の認知度を更に向上させ、国内外からの誘客につなげます。

○   市内各所にある魅力的な観光資源を、奈良らしいテーマ・ストーリーでつなげることにより、観光
客の周遊を促し滞在時間の延長を図ります。また、県や他市町村と連携し、市内での宿泊につなが
るよう広域観光を推進します。

○   観光客が安心・安全かつ快適に観光できるよう、多言語対応の強化、ピクトグラム化14）といった案
内の充実や観光施設等のバリアフリー化、トイレの洋式化など、ユニバーサルツーリズムに対応し
た受入環境の整備を推進します。また、もてなしの心の醸成により充実したサービスの提供を図り
ます。

②都市間・地域間交流の活性化�
○   国内外の友好・姉妹都市及び連携都市との観光、文化、教育、産業など多方面にわたる市民を主体

とした継続的な交流を推進し、観光交流人口の増加を目指します。

③地域の資源を生かしたにぎわいの創出�
○   奈良町においては、地域ならではの資源ともいえる伝統的な町家や町並みを核とする従来型の観光

誘客に加えて、町家を生かした居住環境・商業環境の形成に取り組み、また、地域固有の歴史文化
を生かした活動に関する情報提供などを行い、地域活動の担い手となるきっかけづくりや地域コミュ
ニティの活性化を図ります。また、自治会や地域の団体間での活動や交流を支援して地域の魅力向
上につなげ、新たなにぎわいの創出を目指します。

○   豊かな里山の広がる東部地域の地理的特性や歴史的・文化的資源を活用し、誘客することで、観光
客に奈良観光の新たな選択肢を提供するとともに、東部地域の活性化を目指します。

14）  ピクトグラム化：物事を簡単な絵文字や図柄で表すことで、文字や会話によるコミュニケーションの困難な人が正しく理解できる
ようにすること。

施策の方向性

主な関係個別計画：  奈良市もてなしのまちづくり推進行動計画…①、新奈良町にぎわい構想…③、 
奈良市「さとやま民泊」推進計画…③

指標

指標 単位 基準値
（時点）

目標値
（2026年度）

観光入込客数（うち外国人） 万人 1,741（332）
（2019年） 1,800（360）

宿泊客数（うち外国人） 万人泊 174（44）
（2019年） 200（54）

観光消費額（うち外国人観光消費額） 億円 1,147（290）
（2019年） 1,227（327）

東部地域への来訪者数 人 364,963
（2019年度） 450,000
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商工・サービス業の活性化
～活力ある企業活動でまちが賑わうために～2

●   本市は多くの観光客が訪れる国際文化観光都市であり、市内産業は世界遺産をはじめとする恵
まれた歴史資源等の集客力に依存する傾向にあり、均衡ある産業構造の構築が課題となってい
ます。

●   古都奈良で職人が育んできた工芸の技術や精神は、世界にも誇れる本市の財産です。こうした
職人や、地域特性や歴史を生かした優れた技術や商品を有している事業者の存在について、市
場に十分に伝えきれていないため、後継者の不足や販路開拓等に課題があります。

●   本市を含むエリア15）の開業率は、全国平均よりもやや高い５％前後（厚生労働省「雇用保険
事業年報」）で推移していますが、さらに、国が目指す欧米並みの開業率10％台を目指すため
には、地域資源を生かして新たな価値を生み出し、社会構造の変化に伴う地域課題解決にチャ
レンジしたいと考える人への支援体制を充実させる必要があります。

●   本市の令和元年度決算における市税の構成では、個人市民税の割合は43.7％と大きく占めて
いる一方で、法人市民税6.6％、事業所税1.9％などと主に企業が負担する税が占める割合は
低い状況が長年続いてきました。今後、生産年齢人口の減少が避けられない中で、産業集積の
形成及び活性化に向けた施策を積極的に推進し、雇用の創出や税収の確保を図ることで持続可
能な市政運営につなげていく必要があります。

現状と課題

①商工業の充実と支援�

○   奈良の地域素材を生かした新商品・新サービスの展開を促し、地域経済の活性化を図るため、商工
会議所等とも連携して、民間の主導による市内事業所への支援体制を構築します。

○   市内事業者の活性化を図り、市全体の経済の活性化や新たな顧客・需要を生み出し、市内での持続
的な事業運営ができるように関係団体と連携した支援体制を構築します。

○   奈良の地域や文化を表象する伝統工芸については、観光客等に魅力の浸透を図るとともに、ジェト
ロ奈良貿易センターと連携し、国外にも発信していきます。

施策の方向性

15）本市を含むエリア：奈良市・生駒市・天理市・山辺郡
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主な関係個別計画：奈良市創業支援等事業計画…②

指標

指標 単位 基準値
（時点）

目標値
（2026年度）

製造品出荷額等17） 億円 2,152
（2018年） 2,700

奈良市創業支援等事業計画に基づく創業者数 人 139
（2020年度） 155

企業誘致件数（５年間累計） 件 1
（2020年度） 5

16）サテライトオフィス：企業または、団体の本拠から離れたところに設置された、遠隔勤務のための小規模なオフィス
17）  製造品出荷額等： １年間（1 ～ 12月）における製造品出荷額、加工賃収入額、その他収入額及び製造工程からでたくず及び廃物

の出荷額の合計（経済産業省「工業統計調査」）

②起業家の育成�

○   創業支援施設を拠点とした取組を推進し、起業家や起業マインドを持った人材による新たな事業の
創出を支援することで、市内経済の活性化を図ります。また、創業した起業家に対し、更なる成長
につながる機会を提供するとともに、成長した起業家が自らの経験や豊富な人脈をもとに、メンター
役として次の起業家の育成に携わる循環型の起業家育成コミュニティの構築を目指します。

○   地域産業の発展と新たな雇用の創出を図るため、多様な分野で先端的研究開発が行われている関西
文化学術研究都市の知の集積を取り込み、新産業の創出やベンチャー企業の育成・成長を推進します。

③企業誘致の強化�

○   関係機関・団体と連携し、企業誘致に関する情報発信を強化するとともに、税制の優遇措置や規制
緩和などの支援策を取り入れ、積極的な企業誘致に取り組みます。

○   名阪国道により京阪神及び名古屋の大都市圏に直結するという恵まれた交通条件を背景に、製造業
等の立地が進んできた都祁地域において、製造業に加えて物流・流通業や情報通信業などの立地を
促進します。

○   中心市街地では、企業の本社機能やリモートワークの需要の高まりに応じたサテライトオフィス16）

等を積極的に誘致します。
○   本市唯一の工業地域である西九条町周辺では、近接するエリアについても、無秩序な土地利用を抑

制しながら、産業集積のニーズに応じて区域区分の見直しや地区計画制度の導入を行うなど、計画
的に産業用地としての活用を促進します。

○   JR新駅及び京奈和自動車道（仮称）奈良インターチェンジの整備が予定されている八条・大安寺周
辺地区には、新たな交通結節点機能を生かしたまちづくりに合致した業種・業態の企業を計画的に
誘致します。
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農林業の振興
～地域資源をより生かすために～3

●   農村地域における集落人口の減少が、農地・農業用水等の地域資源の維持管理や医療・福祉、
交通、商業等の生活サービス機能の提供の継続に支障を来すことが懸念されています。地域資
源を適切に維持管理するとともに、利用集積による担い手への農地集積と集団的営農化等への
推進が必要です。

●   高齢化の進行等により、リタイアする農業者が増加しています。担い手不足等による農地の
荒廃や生産基盤の脆弱化等が進行していることから、農業後継者の育成や担い手の確保が重
要です。

●   鳥獣被害による営農意欲の減退、耕作放棄地・離農の増加、更には森林の下層植生の消失等に
よる土壌流出、希少植物の食害等を減少させるために、有害鳥獣対策の充実が必要です。

●   食の安全・安心等に対する関心が高まっていることから、消費者と生産者との間で顔の見える
関係性を構築するとともに、豊かな食文化の継承及び地産地消の推進が必要です。

●   森林所有者の管理・経営意欲の減退や、林業後継者の不在などにより、放置されている森林の
増加が懸念されています。

現状と課題
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①農業・農村地域の活性化�

○   農業・農村の持続的な発展と循環型社会の形成に向け、農業経営の安定化と活性化並びに農業者・
地域住民・自治会・農業者団体等による農村地域の多面的機能18）の維持を支援します。また、有
害鳥獣被害防止対策を充実させるとともに、豊かな食文化の継承及び地産地消の推進を図ります。

○   高性能な機械・施設の導入による生産コストの削減、農産物加工手法の転換等による高付加価値化
及び担い手に対する農地の集約化による経営規模の拡大など、農産物の市場に応じた対策を講じて
農業所得の向上に努め、新規就農者をはじめとする担い手の確保を図ります。

○   農業生産基盤である農道・農業用水路・ため池等の整備や優良農地確保のための土地基盤整備事業
を推進します。

②森林環境の保全�

○   森林の現状を把握し、適切な経営や管理を進め、森林の持つ土砂災害を防止する機能や水を貯え浄
化する機能など、様々な公益的機能の維持及び増進を図ります。

○   台風、豪雨等異常な自然現象で生ずる林地の荒廃に伴う人命、財産等への危害を防止するため、森
林の整備を進め、森林環境の保全を図ります。

主な関係個別計画：  農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想…①、奈良農業振興地域整備計画…①、 
奈良市食と農の未来づくり推進計画…①

指標

指標 単位 基準値
（時点）

目標値
（2026年度）

認定農業者数（新規就農者数を含む） 人 138
（2020年度） 141

森林経営管理に関する意向調査を行った面積 ha 1,931
（2020年度） 5,661

施策の方向性

18）  農村地域の多面的機能：農業・農村が担っている国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承等
の役割
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雇用・労働環境の充実
～自分らしい働き方ができるために～4

●   本市の県外就業率は、国勢調査によると、2010年（平成22年）の35.7％から2015年（平
成27年）の34.0％と減少傾向にありますが、大阪、京都、神戸など大都市への交通利便性が
高いベッドタウンという性質を持っていることから、全国平均の９％を大きく上回っており、
依然として高い状況です。

●   本市の女性の就業率は年々上昇してきています。しかしながら、全国平均と比較すると依然と
して低い水準であるなど、働く女性が望む働き方や雇用形態の選択、また、本人のスキルを十
分に発揮することができる職種とのマッチングを実現する就業環境の整備は十分とは言い難い
状況です。

●   人生100年時代を見据え、働く意欲のある高齢者が能力や経験を生かすことができるよう、
高齢者の多様なニーズに対応した就業機会や活躍できる環境の整備がより一層求められてい
ます。

●   性別、年代、人種、障害の有無等にかかわらず、本人のもつ能力や適性に応じた職業に就くこ
とができるよう、多様な人材が働く機会の拡大に向けた取組が課題となっています。

現状と課題
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①多様な働き方の実現�

○   女性への就業サポートや企業とのマッチング支援を通じ、子育て中の女性の就業の促進と職場定着
を図ります。

○   障害のある人が障害のない人と同様に、個々の能力や適性を生かすことができるよう、企業の障害
者雇用に対する理解を深める取組を支援していきます。

○   高齢者の就業ニーズの変化や地域の課題に対応し、多様な形態による雇用・就業機会を掘り起こす
ことで新たな職域を開拓します。また、（公社）シルバー人材センターの活動を支援し、雇用機会の
拡大に努めます。

②ワーク・ライフ・バランスの取れた労働環境への支援�

○   企業による職場の風土改革に向けた取組に対する支援、働きかけを通じてワーク・ライフ・バラン
スを推進し、性別、年代、人種、障害の有無等に捉われず、誰もが自分らしく働ける機会の拡大に
努めます。

主な関係個別計画：奈良市男女共同参画計画…①②

指標

指標 単位 基準値
（時点）

目標値
（2026年度）

既婚女性（15 ～ 64歳）の就業率 ％ 56.4
（2015年度） 65.0

（公社）奈良市シルバー人材センター会員の就業率 ％ 69.9
（2020年度） 72.5

創業支援施設におけるコワーキングスペースの会員数 人 49
（2020年度） 55

施策の方向性




